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フレヤースカ ートにおける形態と布特性の視覚認知

共立女子大学　家政　於保明子　酒井哲也

放送大学　　 酒井豊子

目的　着衣を外部から評価する場合、主に視m によって行 われる。視認にあたって衣服

の形態、布の特性を独立にあるいは、ある程度の相関を利用して評価し、ついで総合して

全体の評価を行うも のと推定される。本研究では、女子大生におけるそのような視認によ

る評価がどのような構造を持つか検討を試みた。

方法　市販の布地20 種を用い、同一の裁断パタ- ンを使って20 着のフレアースカ-

トを構成し 、人台に着装させて１着毎にカラ ー写真を撮影し た。20 枚のカラ ー写真を女

子大生に呈示し、布地の色 、柄の影響を極力排除し、スカート形態お よび布特性の分類を

要請し た。パネラーは２群に分かれ、第１群は非被服学科の２年生、第２群は被服学科の

４年生である。アンケートの結果は、多変量解析の各種手法を用いて分析した。

結果　アンケート結果をクロス集計し、平均 化した分類パターンを誘導したところ、ほ

ぼ４グ ループに分類し得ることが分かった。アンケートに際して、形態印象に関する５個

の因子お よび布特性に関する6 個因子を挙げ、それぞれを5 段階評価し て評点 を与えるよ

う併せて要請したが、各因子毎の平均評点 の組を使ってスカ ート 試料間の差をユ ークリッ

ド距離化し、これを使って試料全体をクラ イスラ- 分析して４つのクラスターにまとめた。

クラスター化にはいくつかの方法かあるが、郡平均法を用いた場合が第２群による形態分

類に最も類似することを見出し 、ざらに、人による分類の１／３程度は、形態の幾何学的

情報に、残り1 ／3 は布特性情報に基づく判断でり、最後の1 ／3 は色、柄などに重点 を

置いたものとの推論を得た。
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側面 の 変 化 を 動 作 終 了 時

過 程 を 定 量 的 に 把 握 する

2   3 才 成 人 女 子、 パタ ー ン は 下 肢 の 横 断 面 重 合 図 か ら 作 成 し た。 ス カ ー

ま で と し ス リ ッ ト の な い タ イト ス カ ー ト を 作 製し 実 験 衣 とし た。 タ イト

スト ・ 殿 部 後 突 位 ・ 殿溝 位・ 裾 線 の 動 作f: よ る 変 化 を 動 作 解 析 装 置 を 使 用

５ 回 計 測 し た。 計 測 は 歩 行 ・ ス テ ップ ・ 椅 座 位 の ３ 動 作 に つ い て 行 っ た。

水 平 ・ 垂 直 方 向 の 変 化 量 か ら ス リ ッ ト が な い 場 合 の 動　B.W

の シ ル エ ット の 連 続的 変 化 を 定 量的 に 求 め た。 第4    3

た 下 肢 の 形 状 変 化 と の 関 係 に つ い て も 検 討 し た。

ステ ップ に お け る シ ル エ ット の 変 化、 計 測 点 の 軌 跡 を

は 前 裾 が 最 大 で 平 均5    0   8.. を 示 し た。 外 果 点 の 移 動

衣 で は 水 平 方 向 平 均 約1     7   7   自、 垂 直 方 向 平 均 約3    4

こ の 移 動 量 は 人 体 の ス テ ッ プ 動 作 の 膝 屈 曲 角 約4    7 度
１ 図　シルエットの変化


